
 

 

２０２６年９月３０日 

各 位 

株式会社 もみじ銀行 

 

「サステナビリティ・リンク・ローン（ＹＭｆｇフレームワーク方式）」の契約締結について 

 

もみじ銀行（頭取 平中 啓文）は、株式会社セトウチ（代表取締役 土肥 広大）と「サステナビリティ・

リンク・ローン（ＹＭｆｇフレームワーク方式）」契約を締結いたしましたので、下記のとおりお知らせ

します。 

当行は、地域金融機関としてＳＤＧｓ／ＥＳＧへの取り組みを強化し、様々な事業活動を通じて、多

様な課題の解決に取り組み、地域の価値向上を実践していくことにより、持続可能な社会の実現に貢献

してまいります。 

記 

 

１．ローン概要  

サステナビリティ・リンク・ローン（ＹＭｆｇフレームワーク方式）とは、「サステナビリィ・リンク・

ローン原則」および環境省「グリーンローンおよびサステナビリティ・リンク・ローンガイドライン」

への適合について、株式会社格付投資情報センターよりセカンドオピニオンを取得しており、お客さま

のサステナビリティ経営への取り組みを支援する融資商品です。 

 

２．企業概要 

企 業 名 株式会社セトウチ 

所 在 地 広島県竹原市東野町１５８－３ 

代 表 者 土肥 広大  

業 種 総合建設コンサルタント  

サステナビリティ向上

に向けた取り組み等 

当社は、測量・地質調査・土木設計等を手掛ける総合建設コンサルタントと

して、地域の安全・安心な社会基盤の整備・維持に取り組んでいます。ＢＩ

Ｍ／ＣＩＭ、３次元計測、ＡＩ等のデジタル技術を活用した業務の高度化・

効率化に加え、ＩＳＯ９００１認証取得、人材育成、健康経営等を推進して

います。また、脱炭素に向けた取り組みとして中小企業版ＳＢＴ認定※１を取

得し、２０３０年度までの温室効果ガス排出量削減目標を掲げています。今

後も、環境負荷の低減や社会インフラの長寿命化に貢献する事業活動を通じ

て、持続可能な地域社会の形成を目指します。 

 

３．契約概要 

契 約 日 ２０２６年９月３０日 

融 資 金 額 １億円 

期 間 ３年 



４．ＳＰＴｓ※２ 

設 定 指 標 Ｓｃｏｐｅ１・２※３排出量の削減 

（２０２５年度実績を基準とした、各年度の削減率） 

数 値 目 標 ２０２６年度 ２０２７年度 

▲８．４０％ ▲１６．８０％ 

設 定 理 由 中小企業版ＳＢＴ認定における２０３０年度までのＳｃｏｐｅ１・２排出量４２．

０％削減目標を踏まえ、年平均８．４％の削減率をＳＰＴｓとして設定しました。エ

コドライブやＨＶ・ＥＶ車への切替え、空調設備の効率化等により、目標達成を目指

します。 

 

５．山口フィナンシャルグループのマテリアリティ 

山口フィナンシャルグループは、持続可能な社会の実現に貢献していくために、「グループサステナビ

リティ方針」を策定し、この方針に基づき、重点的に取り組むべきＥＳＧ課題である「マテリアリティ」

を特定しております。本件は、１２のマテリアリティの中で「⑤省資源・省／創エネルギーへの対応」「⑥

大気汚染・気候変動への対応」の実現に資する取り組みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 中小企業版ＳＢＴ認定：ＳＢＴｉが認定するパリ協定に整合した温室効果ガス削減目標。中小企

業が取り組みやすいよう中小企業版のガイドラインに則り実施。ＳＢＴｉは世界自然保護基金（Ｗ

ＷＦ）、ＣＤＰ（旧カーボンディスクロージャープロジェクト）、世界資源研究所（ＷＲＩ）、国連

グローバル・コンパクト（ＵＮＧＣ）による共同イニシアティブ。 

※２ ＳＰＴｓ（Sustainability Performance Targets）：環境問題や社会的課題の解決に向けたサステ

ナビリティ活動に関する目標。 

※３ Ｓｃｏｐｅ１：自社での燃料の使用や工業プロセスによる直接排出量。 

Ｓｃｏｐｅ２：自社で他社から供給された電気・熱・蒸気を使用した事による間接排出量。 

 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ先】 

もみじ銀行 事業性評価部 ソリューション推進グループ 

担当：山本 ＴＥＬ：０８２－２４１－３６５２ 

 


